
令和8年（2026年）7月11日（土）　　15：00～17：00

会場：熊本市国際交流会館  会議室

科目名：「雨庭が紡ぐグリーンインフラの可能性」 講師：上牧瀬 樹木医　

対象者：樹木医及び樹木医補 CPD:2単位(予定)

主催：（一社）日本樹木医会熊本県支部　　共催：（一社）熊本県樹木医会

研修内容

上牧瀬さんより

一般社団法人日本樹木医会 熊本県支部 7月定例会

昨年樹木医に合格された上牧瀬さんの登壇です。
いま話題の『雨庭（あめにわ）』の作庭をされています。
雨庭とは、屋根や道路に降った雨水を排水溝や河川に直接流さず、一旦溜めて
ゆっくりと土中に浸透させるための人工的に作った庭や空間のことで、地下水
の涵養や洪水の軽減など、持続可能な都市空間の実現を目指そうというもので
す。作庭側目線でのおはなしです。新しい考え方に触れるいい機会だと思いま

かみまきせ

雨庭は社会から見れば小さな空間です。
しかしそれが都市のあちこちに配置されることで
水の循環や生態系のネットワークとして機能し始めます。
その「孤立した小さな要素」を、機能的・空間的に結び付けて
大きな価値（インフラ）に育てていく。
その一環として、雨庭を作庭した内容をご紹介します。


